
 
 

 

 

 

 

 

県下最大級の工業技術見本市「テクニカルショウヨコハマ 2025」に「メイドインつづき」ブースを出展し、

都筑区内製造業の技術・製品を PR するとともに、企業連携による特別展示を行います。各社ブースでは、都

筑区のものづくり企業が持つ高度な技術・独創的な製品、特別展示スペースでは、普段からの活発な企業間連

携により可能となっている地域貢献活動の様子を、パネル展示やワークショップを通してご覧いただけます！ 

【テクニカルショウヨコハマ 2025 開催概要】（https://www.tech-yokohama.jp/） 

会期：２月５日（水）～２月７日（金）の３日、各日 10：00～17：00 

会場：パシフィコ横浜 展示ホールＡ・Ｂ・Ｃ（横浜市西区みなとみらい１－１－１） 

  出展企業数・出展小間数：810社 

昨年の来場者数：18,176人（１日目：5,458人、２日目：5,740 人、３日目：6,978 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

【企業名】 

株式会社ティー・エス・ジー 

 

 

 

 

【金属】アポロテック㈱、㈱オウミ、㈲大越産業、㈲キョーシン、㈱スズミ、第一塗装工業㈱、東京精密

発條㈱、㈱ナベセイ、日生発條㈱、葉山工業㈲、㈲廣杉精機、㈱ものづくりヨコハマ、㈱山星製作所／【化

学・プラスチック】光輝化成㈱、ピーエムユー㈱／【電気・電子】㈱コア・エレクトロニックシステム、

伸光写真サービス㈱、㈱スリーハイ、相互電機㈱、㈱ティー・エス・ジー、山村フォトニクス㈱／【機械】

アントム㈱、ユニパー㈱／【紙製品】善友印刷㈱、大幸紙工㈱／【その他】(同)Easy Dialog、㈱オクタノ

ルムジャパン、㈱辰和、日之出産業㈱ 

 

 

Ｃホール入口 

ビ
ジ
ネ
ス
支
援

主催者特別
展示コーナー

DX・AI・
IoT

研究開発

機器・装置
・製品
／ロボット

加工技術

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス/

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

横浜

ものづくり
ゾーン

令 和 ７ 年 １ 月 3 1 日 
都 筑 区 区 政 推 進 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

①各社ブース 
 メイドインつづき参加企業 29 社による自社製品の PR展示等 

②特別展示スペース 
 今年度はメイドインつづき参加企業が地域に向けたイベント等を始めて約 10 年になり、この 10 年間
の活動の記録を年表にした展示を行います。また、３日目には午前と午後で２種類のワークショップを
行います。詳細は別添チラシを参照ください。 

出展企業 
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【昨年の「メイドインつづき」特別展示スペースの様子】 



 
 

 

（参考）「メイドインつづき」とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

お問合せ先 

都筑区区政推進課長   橋本 育世   Tel 045-948-2220 

都筑区は、市内でも有数の製造業集積地であり、高度な技術・独創的な製品を持つ企業

が多く立地しています。都筑区役所では、平成 22 年度から、区内企業の技術・製品を「メ

イドインつづき」として PR し、販路開拓や企業間連携につながる支援をしています。 



テクニカルショウヨコハマ2025
横浜ものづくりゾーン　メイドインつづきフリースペース

参加企業
株式会社アデムカ / 有限会社アバンテック / 有限会社大髙製作所 /

株式会社オクタノルムジャパン / 株式会社コア・エレクトロニックシステム
/ 伸光写真サービス株式会社 / 株式会社スリーハイ /

株式会社ティー・エス・ジー / 株式会社ミカワ精機 / 株式会社山星製作所

メイドインつづき推進事業（横浜市都筑区中小製造業への支援）

メイドインつづき企業への取材、製品づくりなどお問い合わせは
kanie@teleworkyokohama.jp（担当：蟹江）

   10years

Workshop Schedule 2/7 Fri.
10:00～12:00
かわいいメタルどうぶつ  ～金属を削ってみよう～

14:00～17:00
廃材で作る防災まくら

by 有限会社大髙製作所
所要時間：20分
アルミダイカスト製の、鋳造したままの製品をヤスリがけ。
ダイカストと金型の構造や、どのような製品で使用されるかを説明します。

by 株式会社スリーハイ
所要時間：15分
製品製造時に出るスポンジや緩衝材を、廃材の生地に詰めてオリジナルの防災まくら
を作ります。
高さや硬さを調整できるので、好みに合わせたまくらが簡単に完成します！

工業製品がどのように出来上がるのか？
自分で仕上げたものがお持ち帰りできるので、より身近に感じられます。

楽しくエコ！廃材リメイクで防災準備をプラスワン！



　令和 6年 11 月 6日、都筑区は区制 30 周年を迎えました。そして中小製造業の主体的な発展と連携強化を目的に発足されたメイドインつづき推
進事業からの企業間連携の取組がスタートして今年で10年。当初は企業間交流が皆無で、他の会社が何をやっているのかよく知らない間柄でしたが、
定期的な全体ミーティング、地域交流イベントなど行ううちに、業種や役職の垣根を超えて、自由な意見交換や多くのアイデア、ビジネスヒントを
得られる集まりになりました。私たちの良さは「連携力」。互いに尊重し補足しあいながら、これからも多岐にわたるチャレンジを行っていきます。


